
corega GEther PCI-T32インストールガイド

本紙では、Windows 98/Meでの本製品のインストール作業について説明しています。Windows 98（Second Edition
を含む）をお使いの方は  、Windows Meをお使いの方は が付いたところをお読みください（画面はWindows
Meのものを使っています）。

雷のときはケーブル類・機器類にさわらない

本製品は、静電気に敏感な部品を使用しています。部
品が静電破壊する恐れがありますので、コネクターの接
点部分、ポート、部品などに素手で触れないでください。

・石油・みがき粉・シンナー・ベンジン・
ワックス・熱湯・粉せっけん（化学ぞ
うきんをご使用のときは、その注意書
に従ってください）。

けが注意感電注意

感電注意

発火注意

感電注意発火注意

本製品は、取扱説明書に記載のな
い分解や改造はしないでください。
火災や感電、けがの原因となります。

感電の原因となります。

取り付け・取り外しのときは
電源プラグを抜く
電源プラグをコンセントに差したままではコンピ
ューターに電気が流れています。感電の恐れが
あるので、取り付け・取り外し作業を行う前には、
必ず電源プラグを抜いてください。

火災や感電の恐れがあります。水や異物を
入れないように注意してください。万一水
や異物が入った場合は、電源プラグをコンセ
ントから抜いて、当社のサポートセンターま
たは販売店にご連絡ください。

内部回路のショートの原因になり、火災や
感電の恐れがあります。

■ Windows 98/Me 編

1 パソコンに取り付けてドライバーをインストールしよう
パソコン本体のカバーの取り付け、取り外し・アダプターの取り付けの詳細は、ご使用のパソコンのマニュアルをご覧くだ
さい。

パソコン上で動作しているソフトウェアをすべて終了し、本体の電源をオフにします。

必ずパソコンの電源プラグを電源コンセントから抜きます。

パソコンの拡張スロットに本製品を取り付ける作業は、必ずパソコンの電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントから
抜いて行ってください。電源をオンにしたままこの作業を行うとパソコンや本製品の故障の原因となることがあります。

パソコンの本体カバーを外し、PCIバス用の空きスロットを確認します。PCIバススロットの位置は、ご使用のパソコ
ンのマニュアルを参照してください。

空きスロットのスロットカバーを固定しているネジを外し、スロットカバーを外します。

本製品を拡張スロット（PCIバス用）にしっかり奥まで挿し込みます。

本製品は、静電気に敏感な部品を使用しています。部品が静電破壊する恐れがありますので、PCIバスコネク
ターの接点部分、部品などに素手で触れないでください。

で外したネジを使用して、本製品を固定します。このネジは必ず取り付けてください。

パソコンの本体カバーを取り付け、パソコンの電源プラグを電源コンセントに差し、パソコンの電源をオンにします。

本書は、株式会社コレガが作成したもので、すべての権利を弊社が保有しています。弊社に無断で本書の一部または全部をコピーすることを禁じます。
予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがありますがご了承ください。改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありますがご了承ください。
本製品の内容またはその仕様により発生した損害については、いかなる責任も負いかねますのでご了承ください。
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①シリアル番号シール
　（ブラケットの内側）

②MACアドレス
　ラベル

③動作表示LED（ランプ4つ）

④RJ-45モジュラージャック

⑤PCIバス
　コネクター

外観図・各部の説明
①シリアル番号シール
本製品のシリアル番号（製造番号）とリビジョンが記入されていま
す。シリアル番号とリビジョンは、ユーザーサポートへの問い合わせ
時に必要な情報です。
同じものが、3枚同梱されており、パッケージ(外箱)にも貼付されて
います。同梱されているシリアル番号シールは、「製品保証書」に貼
付してください（残る2枚は予備です）。

②MACアドレスラベル
本製品のMACアドレスが記入されています。

③動作表示LED（ランプ）
次の４つのLEDがあります。
ACT（緑） : パケットを送受信すると点滅します。
1000M（緑） : 1000Mbps（1Gbps）でLinkが確立すると点灯し

ます。
100M（緑） : 100MbpsでLinkが確立すると点灯します。
10M（緑） : 10MbpsでLinkが確立すると点灯します。

④RJ-45モジュラージャック
LANケーブルを接続するコネクターです。

⑤PCIバスコネクター
本製品とパソコンのインターフェースとなるコネクターです。この部
分は素手で触らないようにしてください。

ネジで
固定

奥まで
しっかりと挿す

警告
!

警告
!



1.「ドライバの場所を指定する
（詳しい知識のある方向け）」
を選択して「次へ」をクリック

1. 選択オプションがないのでそのまま「次へ」をクリック
2. 次のダイアログボックスで「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推
奨）」を選択し、「次へ」をクリック

 

1. CD-ROMドライブを確認
ここではCD-ROM ドライブを「D:」、Windowsがインストールされ
ているハードディスクドライブを「C:」と仮定しています。『はじめ
にお読みください』で確認したドライブ名に読みかえてください。

2. 製品付属のユーティリティーディスク（CD-ROM）をパソコンの
CD-ROMドライブに挿入

1.「使用中のデバイスに最適な場
所を検索する（推奨）」を選択

 
1.「検索場所の指定」のみに
チェックを入れる

2. Windows Me の場合は
「D:¥WME」、Windows 98 の場合は「D:¥W98」と入力して「次へ」をクリック

ドライバーが見つからない場合は、
「参照」ボタンをクリックして製品ド
ライバーが格納されているフォルダ
を選択してください。「参照」ボタン
をクリックすると右のようなウィン
ドウが表示されます。

 

次のように表示されていることを
確認し、「次へ」をクリックします。
・デバイス用のドライバファイル
の検索
　→「corega GEther PCI-T32」
・ドライバのある場所:
　→「D:¥WME¥NETCOKK.INF」（Windows Meの場合）
　→「D:¥W98¥NETCOKK.INF」（Windows 98の場合）

■ Windows 98/Me 編
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ドライブ名

Windows Meでは「WME」、
Windows 98では「W98」

　この手順は必要ありません。

　次のような画面が表示される場合があります。

■画面その1
　Windows 98のCD-ROMをCD-ROMドライブに挿入して「OK」をクリック

■画面その2
　「D:¥WIN98」と入力して「OK」をクリック

ご使用のパソコンがプリインストール版である場合、「ファイルのコピー元」
には「C:¥WINDOWS¥OPTION¥CABS」と入力してください。
＊ここではハードディスクドライブを「C:」と仮定します。ドライブ名につ
いては、『はじめにお読みください』で確認したドライブ名に読みかえてく
ださい。

「○○○○が見つかりません」などと表示された場合は、以下のパスの入力
をお試しください。
・「C:¥WINDOWS¥OPTION¥CABS」と入力
・Windows 98のCD-ROMを挿入して「D:¥WIN98」と入力
・本製品のユーティリティーディスクを挿入して「D:¥W98」と入力

その他の手順については、本製品付属のユーティリティーディスク（CD-
ROM）内の「index.html」をダブルクリックし、ブラウザに表示される該当
項目を参照してください。

 

1.「完了」をクリック
2. CD-ROM ドライブからユー
ティリティーディスクを取り
出す

3.「はい」をクリックし、パソコ
ンを再起動

これでドライバーのインストールは終了です。
続いて「2.ドライバーを確認しよう」へお進みください。

2 ドライバーを確認しよう

 

「マイコンピュータ」を右クリックし「プロパティ」から「デバイスマネー
ジャ」タブをクリックします。

 

1.「ネットワークアダプタ」をダブルク
リック

2.「corega GEther PCI-T32」と表示さ
れていたら、ダブルクリック

 

「このデバイスは正常に動作しています」と表
示されていればインストールは正常に終了して
います。「OK」をクリックして画面を閉じてく
ださい。

3 LANに接続しよう
ドライバーが正常にインストールできたことを確認できたら、本製品を利用してパソコン
をLANに接続します。

LANケーブルのRJ-45モジュラープラグを、本製品のRJ-45モジュラー
ジャックに「カチッ」と音がするまで挿し込みます。両端のプラグのど
ちらを差し込んでもかまいません。

LANケーブルは、以下の規格のものを使用してください。コレガ社製
ケーブルをご使用されることをおすすめします。
1000BASE-Tの場合 ：エンハンスド・カテゴリー5以上
100BASE-TXの場合：カテゴリー5以上
10BASE-Tの場合　 ：カテゴリー3以上

LANケーブルを軽く引いてみて抜けないことを確認します。

 ■ LANケーブルを外す場合は
RJ-45モジュラープラグのツメを指で押えながら手前に引くと、プラグを抜くことがで
きます。


